













Differences in Representation and Techniques between 
Specialized Fields in Japanese Academic Writing：
An analysis of Linguistics and Literature Fields
             AHN Sanghee
【Abstract】 This paper aims to clarify the differences between the representation and 
techniques of linguistics and literature, which are related ﬁelds, as part of research 
on Japanese academic writing focusing on humanities and social studies. Using a 
corpus created by the author, this paper reveals the differences, which specifically 
focus on compound particles, quotatives, and endings with substantives/particles, 
between the two ﬁelds. It is necessary to deepen the analysis based on facts, with the 
differences between the two ﬁelds being taken into account, to equip learners with 
advanced academic writing skills.






































































































































雑誌名 巻号 発行年 総論文数
言語学分野 『国語学』 51-1、51-3 2000 12

































相当の複合辞」としてリストアップされている 108 種の複合辞を抽出した 6。抽出には、





表 2 に示したように、言語学分野での使用が確認された複合辞は 33 種、文学分野で
の使用が確認された複合辞は 44 種である。そのうち、両専門分野での使用が確認された
複合辞（網掛け）は 27 種である。調査対象とした両専門分野の論文数、文数（言語学分











複合辞 頻度 複合辞 頻度 複合辞 頻度 複合辞 頻度
として 257 にあたって 2 として 592 末に 3
について 202 に至って 1 によって 202 につき 3
において 159 をめぐって 1 において 173 なくして 3
によって 77 に応じ 1 について 151 をもって 2
に対し 48 に反して 1 に対し 59 からして 2
に関し 31 に及んで 1 によれば 39 うちに 2
によれば 21 にて 1 とともに 34 に従い 2
により 20 にかかわらず 1 にとって 31 に至って 2
にとって 13 としたことが 1 を通して 23 に及び 2
間に 11 からして 1 間に 20 に応じ 2
を通じて 8 うちに 1 により 19 にして 2
上で 7 を通じて 14 にて 1
に比して 7 をめぐって 14 折に 1
にかけて 7 に関し 11 ヘかけて 1
をもって 6 を介して 10 に比して 1
からすれば 6 にかけて 9 に反して 1
に際し 5 に至るまで 6 に代えて 1
によると 4 上で 5 に先立って 1
にして 3 にあたって 5 に先立ち 1
に従い 3 にあって 5 に乗じて 1
にわたり 2 によると 5 にあたり 1
にわたって 2 に際し 4 でいえば 1




























調査では、「茶筌 (ChaSen) version 2.1 for Windows」を使用して 3 節で述べた論文コー
パスに形態素情報を付与し、テキストエディタ「サクラエディタ 2-2-0-1」の Grep 機能
を用いて、「と _ 助詞 / 格助詞 / 引用 [ 任意の要素 ]_ 動詞」という文字列に該当する部分
を取り出すことで、当該の文型の抽出とした 8,9。

















































































































出現数 使用された論文数 出現数 使用された論文数
体言止め文 13 1 41 10
助詞止め文 0 0 8 5










（16）　データの学校別内訳は , 表 1 の通り。［lin.9.56］
（17）　外来語に関する項目は , 調査 1 で「実現型」調査を別途行ったものと同じ 8
項目。［lin.9.88］
（18）　個人全体を布置すると煩雑になるため , 性・移動歴・学校の属性ごとに算出






















































































また、用例の出典については、コーパス化の際に付した整理番号（[ 専門分野 . 論











文学会の学会誌であり、前者は年 4 回、後者は年 2 回の発行である。今回使用し
た 2000 年の『国語学』は、年 3 回の発行であり、かつ、51-2 が展望号であった
ため、51-1 と 51-3 のみをコーパス化の対象とした。
6. 本稿で抽出の基準とした「「格助詞」相当複合辞」の他に、「「連体助詞・係助詞・
副助詞・準体助詞」相当複合辞」、「文末複合辞」に分類されている。
7. 判断に迷ったものに関しては、日本語学を専門とする母語話者 1 名に文脈を確認
してもらい、その判断に従った。











9. 本調査では「茶筌 (ChaSen) version 2.1 for Windows」によって付与された「動詞」
という品詞情報を用いて検索を行っている。そのため、「主張する」などのように







































日本学生支援機構「平成 28 年度外国人留学生在籍状況調査結果」 
http://www.jasso.go.jp/about/statistics/intl_student_e/2016/__icsFiles/aﬁeldﬁle/2017/03/30/
data16.pdf
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